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アドヴァイタ的ヴィユーハ説の形成過程について1 
 
眞鍋 智裕 
1. はじめに 
 現代ヒンドゥー教が大別してシヴァ神（Śiva）を崇拝するシヴァ教（Śaivism, Śaiva）とヴィ
シュヌ神（Viṣnu）を崇拝するヴィシュヌ教（Vaiṣṇavism, Vaiṣṇava）に二分されることは周知の
ことであろう．そのうちのヴィシュヌ教の一派にパンチャラートラ派（Pāñcarātrika）が存在し，
その起源は古くまで遡る．そしてこのパンチャラートラ派はヴィユーハ説（vyūha）という独特
の教義を有している．ヴィユーハ説は，世界創造に当たって，ヴィシュヌ神が順次ヴァースデ
ーヴァ神（Vāsudeva），サンカルシャナ神（Saṃkarṣana），プラディユムナ神（Pradyumna），ア
ニルッダ神（Aniruddha）という姿を取るというものである2． 
 このヴィユーハ説に対して，インド哲学学派の一つであり，現存最古のウパニシャッド
（Upaniṣad）解釈学派であるアドヴァイタ学派（Advaita）は，その開祖シャンカラ（Śaṅkara, ca. 
-756-772-3）以来批判を加えてきている．16 世紀のアドヴァイタ学匠であるマドゥスーダナ・
サラスヴァティー（Madhusūdana Sarasvatī）も，シャンカラに従ってヴィユーハ説を批判して
いる．しかし，ヴィシュヌ神崇拝者でもあるマドゥスーダナは，パンチャラートラ派のヴィユ
ーハ説を換骨脱退して，アドヴァイタ的ヴィユーハ説を唱えてもいる．筆者はこれまでに，マ
ド ゥ ス ー ダ ナ は ， ア ド ヴ ァ イ タ 教 学 の 一 つ で あ る 「 ア ー ト マ ン の 四 状 態 説 」
（ātmāvasthācatuṣṭaya*4）によってヴィユーハ説を再解釈することによって，アドヴァイタ的ヴ
ィユーハ説を形成していることを明らかにした5． 
 しかし，アドヴァイタ教学史において，「アートマンの四状態説」にはいくつかのバージョン
が存在する．マドゥスーダナはある観点からそれらを組み合わせてアドヴァイタ的ヴィユーハ
説を形成したと考えられる．本稿では，マドゥスーダナがアドヴァイタ的ヴィユーハ説を形成
                                                                 
1 本稿は，International Symposium: Exploring Two Wings of Buddhism in the World (2) – Buddhist 
Cultural Practices across Asia (at Università degli Studi di Napoli "L'Orientale" 27/11/2017) において
発表した "On the Process of the Formulation of the Advaitic Vyūha theory"に加筆・邦訳したもので
ある．オリジナルの英語論文も別の学術雑誌に掲載予定である． 
2 Gupta [2013] pp. XXVIII-XXXI 参照． 
3 この年代は，Harimoto [2006] に依った． 
4 このような教義名称がアドヴァイタ学派内で確立されていたわけではない．筆者が便宜的に
つけた名称である．この点に関して，眞鍋 [2017a] fn. 7 参照． 
5 眞鍋 [2014] 参照. また，眞鍋 [2015], [2016] も参照． 
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するにあたり，「アートマンの四状態説」の諸バージョンをどのように組み合わせたのかを明ら
かにしたい． 
2. 「アートマンの四状態説」のバリエーション 
2.1.  第一バージョン 
先ず，マドゥスーダナがアドヴァイタ的ヴィユーハ説を形成する元となった「アートマンの
四状態説」について検討する．既に述べたように，アドヴァイタ教学史において「アートマン
の四状態説」にはいくつかのバージョンが存在し，本稿に関係するバージョンは大別して三つ
存在する6．以下ではそれら三つのバージョンがどのようなものであるかを見ていきたい． 
この「アートマンの四状態説」は，紀元後 1~2 世紀頃成立7したとされる Māṇḍūkyopaniṣad
（MāṇḍUp）に基づいて展開していったアドヴァイタ教説である．MāṇḍUp では，唯一の精神的
実在であるアートマンに四つの境位（pāt, 足）があるとされる8．MāṇḍUp における「アートマ
ンの四状態説」をまとめたものを，表 1 に示す9． 
 
表 1 MāṇḍUp の「アートマンの四状態説」 
第四の境位 名称 アートマンそのもの 
特性 第四状態（caturtha） 
第三の境位10 名称 プラージュニャ（prājña）＝主宰神 
享受対象 歓喜 
特性 熟睡状態（suṣuptasthāna） 
第二の境位 名称 タイジャサ（taijasa） 
                                                                 
6 本稿で採り上げるバージョン以外の「アートマンの四状態説」も存在する．そのバージョン
は，Nṛsiṃhottaratāpanīyopaniṣad 3 や Śivamahimnastotra（ŚMS）に対するマドゥスーダナの
Śivamahimnastotraṭīkā (on ŚMS 27) 等に見られる．そこではヴェーダ聖典等も四状態と結びつけ
られている． 
7 中村 [1990] pp. 608-613 による． 
8 MāṇḍUp 2-7. 中村 [1955] pp. 289-299 参照． 
9 眞鍋 [2017a] p. 3 に既出． 
10 第三の境位に関して，特性が熟睡状態にも関わらずその名称がプラージュニャであったり，
また享受対象が歓喜であったりすることに違和感を覚えることと思われる．しかしアドヴァイ
タ学説においては，熟睡状態とは，本来的には非精神的なものである思考器官（manas）の活
動が停止した状態であり，その活動にもとづいて現れる現象世界の差別相が一時的に消え，不
二の識別知が顕現する状態である．また，アートマンの本質である歓喜が一時的に感受される
状態でもある．この点に関しては MāṇḍUpBh on MāṇḍUp 5 を参照．また眞鍋 [2017a] fn. 10 参
照． 
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享受対象 微細なもの（夢眠状態の認識対象） 
特性 夢眠状態（svapnasthāna） 
第一の境位 名称 ヴァイシュヴァーナラ（vaiśvānara） 
享受対象 粗大なもの（覚醒状態の認識対象） 
特性 覚醒状態（jāgaritasthāna） 
 
この MāṇḍUp に説かれるアートマンは，シャンカラの MāṇḍUp に対する註釈書（Māṇḍūkyopani-
ṣadbhāṣya, MāṇḍUpBh）において，現象世界を主宰する，いわゆる宇宙的な「神に関する」（adhi-
daivam）アートマンと，我々生類に対応する，「個我に関する」（adhyātmam）アートマンとに
二分され，それぞれが第一状態から第三状態を持つと考えられるようになった11．三つのバー
ジョンの第一は，このシャンカラの解釈に沿ったバージョンである．開祖以来の第一バージョ
ンは，アドヴァイタ学派内でも伝統説と呼ぶことができよう．ここでは，ヴィディヤーラニヤ
（Vidyāraṇya, ca. 14th12）の Pañcadaśī（PD）13に見られる「アートマンの四状態説」を主軸にし
て，サダーナンダ（Sadānanda, ca. 150014）の Vedāntasāra（VeS）とアッパヤ・ディークシタ（Appaya 
Dīkṣita, ca. 155015）の Siddhāntaleśasaṃgraha（SLS）によって若干の補足をしたものを表 2 とし
て掲載する16． 
ここで表 2 に関して説明を加えたい．アドヴァイタ学派は，唯一の精神原理であるブラフマ
ン（アートマン）のみが実在し，他のものは究極的には実在しない幻影のようなものと考えて
いる．PD によると，そのブラフマンが先ず無明あるいはマーヤーによって制約を受ける17こと
で，個別体（vyaṣṭi）であるプラージュニャあるいは個別体の集まった総体（samaṣṭi）である主
宰神が顕れる．この段階において個別体であるプラージュニャは熟睡状態にあると言われる．
さらに，無明とマーヤーが展開し，微細元素となる．そしてその微細元素に制約を受けたプラ
ージュニャと主宰神は，それぞれタイジャサとヒラニヤガルバとなる．この段階におけるタイ
ジャサは夢眠状態にあると言われる．さらに微細元素が展開すると粗大元素が生じる．この粗
大元素に制約を受けたタイジャサとヒラニヤガルバはヴィシュヴァとヴァイシュヴァーナラ
（あるいはヴィラージュ）となる．この段階がわれわれの日常的な世界であり，この段階にあ
                                                                 
11 しかし，第四状態は共通しており，アートマンは一つである．眞鍋 [2017a] pp. 3-4 参照． 
12 前田 [1980] p. 47 参照． 
13 PD に関して，ヴィディヤーラニヤではなく，バーラティーティールタ（Bhāratītīrtha, ca.14th）
の著作であるとする説もある． 
14 前田 [1980] p. 49 参照． 
15 前田 [1980] p. 49 参照． 
16 眞鍋 [2017a] p. 22 に既出．この表 2 に関する詳細な議論は眞鍋 [2017a] pp. 7-11「3. 伝統的
な「アートマンの四状態説」」を参照． 
17 PD と SLS において，無明とマーヤーは個別体と総体に対応するものとして明確に区別され
ているが，VeS においてはそのような明確な区別はなされていない． 
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るヴィシュヴァは覚醒状態にあると言われる． 
 このように，第四状態から第一状態への展開はブラフマンからの日常的な現象世界の創造
（sṛṣṭi）を説くものであり，反対に第一状態から第四状態へという流れは現象世界の帰滅
（pralaya）を説くものである．また，この創造と帰滅の次第を瞑想（upāsana）することによっ
て，ブラフマンと非ブラフマンとの識別知を得，われわれは本来ブラフマンであることを悟る
ことができる．このように，「アートマンの四状態説」は，世界の創造と帰滅の説明理論であり，
また瞑想の実践理論でもある． 
 
表 2 PD を主とした「アートマンの四状態説」（第一バージョン） 
 
2.2. 第二バージョン 
続いて，「アートマンの四状態説」の第二バージョンを検討する．この第二バージョンはシ
ャンカラに帰せられる Pañcīkaraṇa（PK）やサルヴァジュニャートマン（Sarvajñātman, ca. 8-11th?）
18の Pañcaprakriyā（PPr）第三章に見られるものである．ここでは，PK の記述を整理したもの
                                                                 
18 サルヴァジュニャートマンの年代に関しては諸説あり，日本では中村説に基づいて 8 世紀か
ら 9 世紀とする．インドでは 9 世紀から 10 世紀前半とする説と 10 世紀後半から 11 世紀とする
説とがある．前者は，サルヴァジュニャートマンをスレーシュヴァラ（Sureśvara, ca. 8-9th）の
弟子と考えており，中村説もこの伝承を真実と見做している．一方後者は，サルヴァジュニャ
ートマンをスレーシュヴァラの弟子であると考えておらず，またサルヴァジュニャートマンは
ヴィムクタートマン（Vimuktātman, ca. 9-10th?）やヴァーチャスパティ・ミシュラ（Vācaspati Miśra, 
 個我に関して（個別体） 神に関して（総体） 
第四状態 名称 ブラフマン（アートマン） 
限定条件 なし 
第三状態 名称 プラージュニャ(個別体) 主宰神（総体） 
限定条件 無明（個別体） マーヤー（māyā）（総体） 
特性 ［熟睡状態］  
第二状態 名称 タイジャサ（個別体） ヒラニヤガルバ（総体） 
限定条件 微細な身体（個別体） 微細な身体（総体） 
特性 ［夢眠状態］  
第一状態 名称 ヴィシュヴァ（個別体） ヴァイシュヴァーナラ（ヴィラー
ジュ）（総体） 
限定条件 粗大な身体（個別体） 粗大な身体（総体） 
特性 ［覚醒状態］  
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を表 3 として以下に掲載する19． 
 
表 3 PK における「アートマンの四状態説」（第二バージョン） 
第四状態 名称 アートマン 
限定条件 なし 
第三状態 名称 プラージュニャ 
限定条件 未発現者＝無知 
                                                                                                                                                                              
ca. 9-10th）よりも後の人物であると考えている．Kocmarek [1985] pp. 7-11 参照．筆者は，サル
ヴァジュニャートマンの著作 Pramāṇalakṣaṇa における記述から，少なくとも彼はジャヤンタ・
バッタ（Jayanta Bhaṭṭa, ca. 9th 後半）より後の人物だと考えている． 
19 PK 1,11-2,14: pañcīkṛtapañcamahābhūtāni tatkāryaṃ ca sarvaṃ virāḍ ity ucyate. etat sthūlaśarīram 
ātmanaḥ. indriyair arthopalabdhir jāgaritam. tadubhayābhimāny ātmā viśvaḥ. etat trayam akāraḥ. 
apañcīkṛtapañcamahābhūtāni (em.; °bhūtātisic) pañcatanmātrāṇi tatkāryaṃ ca pañca prāṇāḥ, daśendri-
yāṇi mano buddhiś ceti saptadaśakaṃ liṅgaṃ bhautikaṃ hiraṇyagarbha ity ucyate. etat sūkṣmaśarīram 
ātmanaḥ. karaṇeṣūpasaṃhṛteṣu jāgaritasaṃskārajaḥ pratyayaḥ saviṣayaḥ svapna ity ucyate. tadu-
bhayābhimāny ātmā taijasaḥ. etat trayam ukāraḥ. śarīradvayakāraṇam ātmājñānaṃ sābhāsam avyākṛtam 
ity ucyate. etat kāraṇaśarīram ātmanaḥ. tac ca na san nāsan nāpi sadasan na bhinnaṃ nābhinnaṃ nāpi 
bhinnābhinnaṃ kutaścit, na niravayavam, na sāvayavam, nobhayam, kiṃ tu kevalabrahmātmaikatvajñā-
nāpanodyam. sarvaprakārajñānopasaṃhāre buddheḥ kāraṇātmanāvasthānaṃ suṣuptiḥ. tadubhayābhi-
māny ātmā prājñaḥ. etat trayaṃ makāraḥ …aham ātmā sākṣī kevalaś cinmātrasvarūpaḥ, nājñānaṃ nāpi 
tatkāryam（五重化した（pañcīkṛta）五元素（pañcamahābhūta）とその結果である全てのものは，
ヴィラージュ（virāj）と言われる．これはアートマンの粗大な身体である．覚醒［状態］（jāgarita）
は，諸感官による対象の把捉である．この両者（粗大な身体と覚醒状態）を私と思いなす
（abhimāni）アートマンがヴィシュヴァ（viśva）である．この三者（粗大な身体と覚醒状態と
ヴィシュヴァ）はア音である．五重化していない（apañcīkṛta）五元素である五唯（pañcatanmātra）
と，その結果である，五つの息（pañcaprāṇa）・十の器官（daśendriya）・思考器官（manas）・統
覚（buddhi）という元素所造（bhautika）の十七からなる微細身（liṅga）は，ヒラニヤガルバ
（hiraṇyagarbha）と言われる．これはアートマンの微細な身体である．夢眠［状態］は，作具
が接収された時，覚醒［状態］の潜勢力から生じた対象を伴う観念である，と言われる．その
両者（微細な身体と夢眠状態）を私と思いなすアートマンがタイジャサ（taijasa）である．こ
の三者（微細な身体と夢眠状態とタイジャサ）はウ音である．未発現者（avyākṛta）とは，二種
の身体の原因であり，アートマンに対する無知であり，顕現を伴うものである，と言われる．
これがアートマンの原因としての身体である．そして，それは有でもなく，非有でもなく，有
でも非有でもなく，何ものからか区別されたものでもなく，区別されないものでもなく，区別
されたものでも区別されないものでもない．部分を欠いたものでもなく，部分を伴ったもので
もなく，［その］両者でもない．そうではなくて，［それは］純一なブラフマンとアートマンが
同一であることの知によって取り除かれるべきものである．熟睡［状態］とは，あらゆる種類
の知が接収される時，統覚が原因であるアートマンとしての状態にあることである．その両者
（原因としての身体と熟睡状態）を私のものと思いなすアートマンがプラージュニャ（prājña）
である．この三者（原因としての身体と熟睡状態とプラージュニャ）はム音である．……私は
アートマンであり，目撃者であり，独存者であり，心のみを本質とするものであり，無知では
なく，その結果でもない）．尚，PK 本文中のア音，ウ音，ム音に関する記述箇所は，本稿の主
題とあまり関わらないため，表 4 に整理する際に割愛した． 
 また，PPr における「アートマンの四状態説」に関しては，Kocmarek [1985] pp. 54-57 参照． 
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特質 熟睡状態 
第二状態 名称 タイジャサ 
限定条件 ヒラニヤガルバ＝微細な身体 
特質 夢眠状態 
第一状態 名称 ヴィシュヴァ 
限定条件 ヴィラージュ＝粗大な身体 
特質 覚醒状態 
  
この表 3 と表 1 を比べてみると，基本的に PK の「アートマンの四状態説」は，MaṇḍUp の
記述にそのまま従ったものと言うことができよう．しかし，表 1 における第三状態のプラージ
ュニャの享受対象に該当する表 3 における限定条件が，歓喜ではなく未発現者（＝無知）にな
っている点，同じく第三状態が表 1 では主宰神と同値されている一方，表 3 では主宰神に関す
る言及がない点で表 1 と表 3 は異なっている． 
また，表 2 の第一バージョンと比べて，第二バージョンには以下の違いがある．第一バージ
ョンでは，ブラフマン＝アートマンが個我に関するものと神に関するものに分けられていたが，
第二バージョンではそのような区別がなされていない．強いて言うならば，第一バージョンの
個我に関するアートマンのみが主題となっている．この点は表 1 との違いとしても指摘できる．
その代わり，第一バージョンでは神に関するアートマンの名称であったヒラニヤガルバとヴィ
ラージュが，第二バージョンでは限定条件である微細な身体と粗大な身体とされている．  
このヒラニヤガルバとヴィラージュの扱いに関して，以下のように考えることができよう．
「アートマンの四状態説」のバージョンとしては，シャンカラの MāṇḍUpBh に既に第一バージ
ョンの古型が見られることから，最初に第一バージョンが成立していたと考えられる．それは
既に言及した通り，世界の創造と帰滅の理論としても瞑想の実践理論としても使用されるもの
である．しかし，PK は三昧（samādhi）を説いたものと考えられ20，そのため個人の（「個我に
関する」21）瞑想の実践理論として「アートマンの四状態説」が説かれており，世界の創造と
帰滅の説明理論に関係の深い神に関するアートマンの記述がないものと考えられる．しかし，
                                                                 
20 PK 1,3: athātaḥ paramahaṃsānāṃ samādhividhiṃ vyākhyāsyāmaḥ（さて，これからパラマハンサ
（paramahaṃsa）達の三昧の規定（vidhi）を解説しよう）．また，スレーシュヴァラ作とされる
韻文註 Pañcīkaraṇavārttika (PKV) にも以下のようにある．PKV 1: oṃkāraḥ sarvavedānāṃ sāras 
tattvaprakāśakaḥ / tena cittasamādhānaṃ mumukṣūnāṃ prakāśyate //（オーム音は，全てのヴェーダ
の精髄であり，真実を照らすものである．それ（オーム音）によって，解脱を望む人々の心の
安定が顕かにされる）．また，PPr は「汝はそれである」という聖典文の解釈理論として「アー
トマンの四状態説」を説いており，こちらも聖典文を「熟考」（nididhyāsana）する際の実践理
論を説いていると考えられる．上掲 Kocmarek [1985] 参照． 
21 しかし，それぞれの個々人を抽象化したアートマンが述べられていると考えると，PK にお
いて必ずしも「個我に関するアートマン」のみが説かれていると言えないかもしれない． 
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この瞑想の実践に当たっても，大宇宙と小宇宙の照応という考え方があるため，第一バージョ
ンにおける神に関するアートマンに相当するヒラニヤガルバやヴィラージュを，物質的要素で
ある微細な身体や粗大な身体一般を指す名称として残している22，と考えられる． 
2.3. 第三バージョン 
第三バージョンには，第二バージョンと密接な関係があると考えられる．この第三バージョ
ンは，マドゥスーダナが彼の著作 Siddhāntabindu（SB）において説いているものである．SB の
記述を整理したものを表 4 として掲載する23． 
表 4 SB における「アートマンの四状態説」（第三バージョン） 
                                                                 
22 PKV においては，ヴィラージュと呼ばれる行為器官や知覚器官に関して，神に関するもの
（adhidaivam），個我に関するもの（adhyātmam），元素に関するもの（adhibhūtam）があると言
われる．PKV 11-28 参照．また PPr においても以下のように述べられる．PPr 131,7-9: tebhya 
utpannam adhidaivaṃ brahmāṇḍam, adhyātmaṃ adhibhūtaṃ ca karaśiraścaraṇādimallokaprasiddhaṃ 
sthūlaśarīrajātaṃ. etāni pañcīkṛtamahābhūtāni tatkāryaṃ ca brahmāṇḍaṃ prāṇināṃ sthūlaśarīrajātaṃ ca 
sarvaṃ virāḍ ity ucyate. etat sthūlaśarīram ātmanaḥ（それ（五重化した五元素）らから，神格に関
して梵卵が生じる．［そしてそれらから］個我と元素に関して，手，頭，脚等を有する，世間で
周知されている粗大な身体から生じたもの（生類）が［生じる］．これらの五重化した［五］元
素と，その結果である梵卵と粗大な身体から生じた生類との全ては，ヴィラージュ（virāj）と
言われる．これはアートマンの粗大な身体である）． 
23 眞鍋 [2017a] p. 23 に既出．しかし，眞鍋 [2017a] では，SB の記述から表 4 がどのように導
出されたかについては論じていない．近々この点に関して論じる予定である． 
 個我に関して 神に関して 
第四状態 名称 目撃者たる精神性（ブラフマン） 
限定条件 なし 
第三状態 名称 プラージュニャ ルドラ（主宰神の下位分類） 
限定条件 未発現者＝無明 無明の暗質性 
特性 熟睡状態 帰滅 
第二状態 名称 タイジャサ ブラフマー（主宰神の下位分類） 
限定条件 ヒラニヤガルバ＝微細な元素 
（個別体かつ総体） 
無明の激質性 
特性 夢眠状態 創出 
第一状態 名称 ヴィシュヴァ ヴィシュヌ（主宰神の下位分類） 
限定条件 ヴィラージュ＝粗大な元素 
（個別体かつ総体） 
無明の純質性 
特性 覚醒状態 維持 
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この表 4 の「アートマンの四状態」の第三バージョンは，一見すると表 2 の第一バージョン
に近いものと考えられるが，第一バージョンと比較して以下の違いがある．先ず，個我に関す
るアートマンと神に関するアートマンは，第一バージョンにおいては個別体と総体との違いに
対応していたが，第三バージョンでは個別体も総体も個我に関するアートマンに分類されてい
る．そしてそのことに関連して，第一バージョンでは神に関するアートマンの名称であったヒ
ラニヤガルバとヴィラージュが，第二バージョン同様，第三バージョンでは限定条件である微
細な元素と粗大な元素との名称とされている．さらに，第三バージョンにおける神に関するア
ートマンの第三状態以下の三状態は，全て主宰神の下位分類であり，またその主宰神の限定条
件も無明の下位分類である．そのため，第一バージョンに見られた，個我に関するアートマン
と神に関するアートマンの各状態の一対一の対応関係が第三バージョンには見られず，神に関
するアートマンの三状態は，実質的に個我に関するアートマンの第三状態に対応し，その段階
の三分類となっている24． 
 以上の第一バージョンと第三バージョンの違いを踏まえたうえで，第三バージョンと第二バ
ージョンとの関係を考えてみると，第三バージョンは，第二バージョンの個我に関する第三状
態に対応する段階に主宰神を加えたものであり，従って表 1 の MāṇḍUp の構造を継承したもの
と言うことができよう．しかし，主宰神を三つに分類して，それぞれを第一状態から第三状態
に配分しているため，第一バージョンのような構造に見えているのである．恐らくマドゥスー
ダナは，第一バージョンに見られる伝統的な枠組みを保持しようとして，主宰神の三分類を神
に関するアートマンの三状態に配分したのではないかと考えられる25． 
2.4.  小結 
 以上の考察に基づき，第一バージョン，第二バージョン，第三バージョンの関係を図示する
と，以下のようになると考えられる26． 
 
         第一バージョン（表 2） 
 
MāṇḍUp （表 1）                                       第三バージョン（表 4） 
 
                        第二バージョン（表 3） 
                                                                
24 眞鍋 [2017a] pp. 12-16 参照． 
25 眞鍋 [2017a] p. 16 参照． 
26 太線は第三バージョンまでの直接の系譜，細線は各バージョン間の影響関係を表している． 
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 先ず，MāṇḍUp に基づき，MāṇḍUpBh において第一バージョンが成立する．一方で，MāṇḍUp
から PK の第二バージョンも成立するが，第二バージョンには第一バージョンからの影響も見
られる．第三バージョンは，MāṇḍUp から第二バージョンへの系譜に位置すると考えられるが，
第一バージョンの枠組みからの影響も受けている． 
3. 「アートマンの四状態説」とアドヴァイタ的ヴィユーハ説 
 続いて，マドゥスーダナの唱えたアドヴァイタ的ヴィユーハ説と「アートマンの四状態説」
との関係を考察したい．マドゥスーダナは聖典 Bhāgavatapurāṇa 1.1.1-3 に対する註釈 Parama-
haṃsapriyā（PP）27においてアドヴァイタ的ヴィユーハ説を以下のように説いている．先ず，
簡潔に説明されている箇所から確認したい． 
Passage 1 PP 69,23-25: kevalaṃ paramātmaivānupahito vāsudevaḥ, kāraṇopahitas saṃkarṣaṇaḥ, 
sūkṣmabhūtopahitaḥ pradyumnaḥ, sthūlabhūtopahito 'niruddha iti yathāvyākhyānam evādaraṇī-
yam. 
ヴァースデーヴァは制約されていない，単なる最高のアートマン（paramātman）に他なら
ない．サンカルシャナは［微細元素と粗大元素の］原因（無明）に制約された［最高のア
ートマン］である．プラディユムナは微細元素に制約された［最高のアートマン］である．
アニルッダは粗大元素に制約された［最高のアートマン］である，ということが，［上述の］
解説の通りにのみ尊ばれるべきである． 
この Passage 1 の記述は，以下のように「アートマンの四状態説」に対応させることができる．
先ず，ヴァースデーヴァは制約されていない最高のアートマンであると言うので，アートマン
の第四状態に対応する．そしてサンカルシャナは微細元素と粗大元素の原因，つまり無明に制
約された最高のアートマンであり，これを，最高のアートマンが無明を限定条件としているこ
とと考えると，第三状態に対応していると言える．同じく，プラディユムナは微細元素を限定
条件とするので第二状態に，アニルッダは粗大元素を限定条件とするので第一状態に対応して
いる． 
 以上のように，アドヴァイタ的ヴィユーハ説は「アートマンの四状態説」によって解釈され
ていることを大まかに確認したので，以下では「［上述の］解説」部分を検討したい． 
                                                                 
27 PP に対する先行研究は，眞鍋  [2014], [2015], [2017c], Manabe [2017b]の他，管見の限り
Raghavan [1978] と Venkatkrishna [2015] のみである．また，現在 S. Bhuvaneshwari 博士，an 
Independent Researcher and Writer (Indian Philosophy and Aesthetics), Chennai, による英訳が進行
中である． 
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Passage 2 PP 69,10-17: pañcīkṛtapañcamahābhūtopahitaṃ śuddhacaitanyaṃ tadabhimānivirā-
ḍantaryāmirūpam otam iti aniruddha iti cākhyāyate. evam apañcīkṛtapañcamahābhūtopahitaṃ 
śuddhacaitanyaṃ tadabhimānihiraṇyagarbhāntaryāmirūpam anujñāta iti pradyumna iti cākhyāyate. 
evaṃ sthūlasūkṣmakāraṇībhūtaṃ 28  yan māyātmakam avyākṛtaṃ tadupahitaṃ śuddhaṃ 
caitanyaṃ29  tanniṣṭhacidābhāsopalakṣitam anujñeti saṃkarṣaṇa iti cākhyāyate. anupahitaṃ tu 
caitanyaṃ sarvānusyūtasanmātraṃ sarvasākṣiparamānandaghanam avikalpa iti vāsudeva iti 
cākhyāyate. 
五重化した（pañcīkṛta）五元素（粗大元素）によって制約された清浄な精神性（śuddhacaitanya）
は，それ（五重化した五元素）を私と思いなす（abhimānin）ヴィラージュの内制者（antaryāmin）
をあり方とし，「織り込まれたもの」（ota），また，「アニルッダ」（aniruddha）と呼ばれる．
同様に，五重化していない（apañcīkṛta）五元素（微細元素）によって制約された清浄な精
神性は，それ（微細元素）を私と思いなすヒラニヤガルバの内制者をあり方とし，「認可さ
れた者」（anujñāta），また，「プラディユムナ」（pradyumna）と呼ばれる．同様に，およそ
粗大なものと微細なものとの原因となり，マーヤーを本性とする未発現者（avyākṛta），そ
れ（未発現者）によって制約された清浄な精神性は，それ（未発現者）における心の顕現
（cidābhāsa）によって非本質的に特徴づけられるもの（upalakṣita）であり，「認可」（anujñā），
また，「サンカルシャナ」（saṃkarṣaṇa）と呼ばれる．一方，制約されていない精神性は，
一切のものに［一貫して］織り込まれた単なる有（sanmātra）であり，一切の目撃者（sākṣin）
である最高の歓喜の塊であり，「無分別」（avikalpa），また「ヴァースデーヴァ」（vāsudeva）
と呼ばれる． 
Passage 2 では，アニルッダ，即ち「アートマンの四状態説」におけるアートマンの第一状態か
ら説明が始まっている．また Passage 1 では最高のアートマンと呼ばれていたものが，Passage 2
では清浄な精神性と呼ばれている．そして，その清浄な精神性が，五重化した五元素30，即ち
粗大元素によって制約された場合，「織り込まれたもの」，「アニルッダ」と呼ばれるというので
ある．「織り込まれたもの」とは，アドヴァイタ的ヴィユーハ説の根拠とされる Nṛsiṃhottara-
tāpanīyopaniṣad（NUTUp）に見られる用語である．以上の点は Passage 1 と共通している．同じ
く清浄な精神性が微細元素によって制約された場合プラディユムナと呼ばれ，また微細元素と
粗大元素の原因である未発現者31によって制約された場合サンカルシャナと呼ばれる，という
                                                                 
28 sthūlasūkṣmakāraṇībhūtaṃ] PPD, PPS; sthūlasūkṣmabhūtakāraṇībhūtaṃ PPK. 
29 śuddhaṃ caitanyaṃ] PPD, PPS; śuddhacaitanyaṃ PPK. 
30 「五重化した」（pañcīkṛta）とは，地，水，火，風，虚空の微細な五元素が，それぞれ別の四
元素と結合し，一つの粗大な元素となることを言う．その過程に関しては，金倉 [1976] p. 209, 
中村 [1996] p. 252, fn. (1), 眞鍋 [2015] p. 36, fn. (10) 参照． 
31 未発現者はマーヤーを本性とすると言われているが，マドゥスーダナの教学において，マー
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点は Passage 1 と Passage 2 に共通している．しかし，アニルッダ，プラディユムナ，サンカル
シャナそれぞれの残りの形容部分が問題である． 
 アニルッダは，五重化した五元素，つまり粗大元素を「私と思いなす」ヴィラージュの内制
者をあり方とするとも言われている．これは，アニルッダが粗大元素に制約されていることと
同じことなのであろうか．もし同じことなのであれば，「アートマンの四状態説」の第二，第三
バージョンのアートマンの第一状態と同じことを言っていることになる．しかし，粗大元素を
「私と思いなす」という語に表されているように，ヴィラージュが単なる粗大元素を意味して
いるとは考えられない． 
 この問題に関してヒントになると考えられるのが，サンカルシャナの説明にある「清浄な精
神性は，マーヤーを本性とする未発現者における心の顕現によって非本質的に特徴づけられる
もの」という表現である．この箇所は，アニルッダの場合における「清浄な精神性は粗大元素
を私と思いなすヴィラージュの内制者」という箇所に対応している．X に「非本質的に特徴づ
けられる」（upalakṣita）という状況は，X によって制約される，という意味に解釈できよう．
そして，それは別の言い方をすれば X の内部にある内制者，ということにもなるだろう．する
とサンカルシャナは，マーヤーという物質原理である未発現者に顕れている心の顕現によって
制約されている清浄な精神性となり，ここで清浄な精神性は，未発現者という物質に制約され
ていると同時に，そこに顕れている心の顕現という，精神的なものにも制約されている，とい
うことができる．サンカルシャナの以上のような説明を参考にすると，アニルッダの場合にお
ける「粗大元素を私と思いなすヴィラージュ」というのは，心の顕現であるヴィラージュが粗
大元素において顕れている，と考えられよう．そして，その粗大元素と心の顕現であるヴィラ
ージュに制約された精神性がアニルッダなのである．そして以上のことはプラディユムナの場
合でも同様である．そのことは，後に PP において，精神性がヴィラージュとヒラニヤガルバ
という個我の内制者であると言われていることによって裏付けられる32． 
 しかしマドゥスーダナは，SB における「アートマンの四状態説」の第三バージョンでは，ヴ
ィラージュ，ヒラニヤガルバを元素としていた．またマドゥスーダナは，聖典 Bhagavadgītā（BhG）
                                                                                                                                                                              
ヤーと無明は同義で使われることがほとんどである．よって，未発現者は無明を本性とすると
も言い得る．眞鍋 [2017a]参照． 
32 PP 70,10-12: brahmāṇḍāvacchinnacidābhāso hi virāḍ jīvaḥ. ayaṃ tu tadbimbabhūtas tadantaryāmī 
svayam eva rājata iti svarāṭ（何故なら，ヴィラージュという個我は，梵卵によって限定された心
の顕現であるから．一方，その（ヴィラージュの）原像たるものであり，その（ヴィラージュ
の）内制者であるこの者は，自らによってのみ輝くので，自照者である）；PP 70,14f.: ādikavaye 
sūkṣmabhūtāvacchinnacidābhāsāya hiraṇyagarbhasaṃjñakāya jīvāya brahma vedaṃ tadantaryāmirū-
peṇa bimbabhūto yas tanmanasaiva tena（最初の詩聖に，即ち微細な元素によって限定された心の
顕現である，ヒラニヤガルバと呼ばれる個我に，ブラフマン，即ちヴェーダを，彼の（ヒラニ
ヤガルバの）内制者の姿で，原像たる者は，彼の（原像たる者の）思考器官のみによって繰り
広げた）． 
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に対する註釈 Bhagavadgītāgūḍhārthadīpikā（BhGGAD）においても，ヴィラージュ，ヒラニヤ
ガルバを，元素とも総体としての個我とも述べている33．これはどういうことであろうか．そ
れは以下のように考えられよう．即ち，個我とは無明の展開した内官や内官の潜勢態に映った
精神性のことである．また，内官やその潜勢態は物質のことであり，個我は内官やその潜勢態
としての物質なくしては存在しない．従って，ヴィラージュとヒラニヤガルバは，物質と個我
の混交物を指していると考えられる．そして，物質，つまり元素として言及されるヴィラージ
ュとヒラニヤガルバは，個我の制約者である元素の側面を指していると考えられる．また，個
我としてのヴィラージュとヒラニヤガルバは，その内官としての元素に映った精神性の側面を
指していると考えられる．こう考えれば，ヴィラージュとヒラニヤガルバが元素とも個我とも
述べられることが説明できよう．そして，個我は元素に映った精神性であるため，精神性とそ
の制約者との関係性を考えると，ただ制約者たる物質（無明や元素）が精神性を制約すると述
べれば，そこに個我の成立することが自ずと推論される34ため，Passage 1 においては個我に関
する言及がないと考えられる35． 
                                                                 
33 ヴィラージュ，ヒラニヤガルバを元素として言及する箇所は以下を参照．BhGGAD 62,18-20 
(on BhG 2.18): antavanto vināśina ime 'parokṣā dehā upacitāpacitarūpatvāc charīrāṇi. bahuvacanāt 
sthūlasūkṣmakāraṇarūpā virāṭsūtrāvyākṛtākhyāḥ smaṣṭivyaṣṭyātmānaḥ sarve nityasyāvināśina eva 
śarīriṇa ādhyāsikasaṃbandhena śarīravata ekasyātmanaḥ svaprakāśasphuraṇarūpasya saṃbandhino 
dṛśyatvena bhogyatvena coktāḥ śrutibhir brahmavādibhiś ca（これらの直接的な（aparokṣa）諸身体
は有限である，即ち滅すものである．身体は，成長と衰退をあり方とすることに基づく，とい
うことである．［それは］複数形であるから，粗大なもの，微細なもの，原因をあり方とし，ヴ
ィラージュ，スートラ（ヒラニヤガルバ），未発現者と呼ばれ，総体と個別体を本性とする，全
てのものであり，［それらは］常住な，即ち消滅しないものに他ならず，身体を有する者，即ち
仮託による関係によって身体を持つ者であり，自己顕照による輝きをあり方とする唯一のアー
トマンに，見られるべきもの，享受されるべきものとして関係するものである，と天啓聖典や
ブラフマン論者によって述べられている）．ヴィラージュ，ヒラニヤガルバを個我として言及す
る箇所は以下を参照．BhGGAD 186,36-38 (on BhG 4.6): yadi tasya śarīraṃ sthūlabhūtakāryaṃ syāt 
tadā vyaṣṭirūpatve jāgradavasthāsmadāditulyatvam. samaṣṭirūpatve ca virāḍjīvatvaṃ tasya tadupādhi-
tvāt. atha sūkṣmabhūtakāryaṃ tadā vyaṣṭirūpatve svapnāvasthāsmadāditulyatvam. samaṣṭirūpatve ca hi-
raṇyagarbhajīvatvaṃ tasya tadupādhitvāt（もしも，彼（主宰神）の身体が粗大元素の結果である
とすると，その場合，［主宰神が］個別的なあり方をしている時，［主宰神は］覚醒状態にある
我々等と等しいこととなる．そして，［主宰神が］総体的なあり方をしている時，彼はヴィラー
ジュという個我である．それ（粗大元素）を限定条件としているから．もしも，［主宰神の身体
が］微細元素の結果であるとすると，その場合，［主宰神が］個別的なあり方をしている時，［主
宰神は］夢眠状態にある我々等と等しいこととなる．そして，［主宰神が］総体的なあり方をし
ている時，彼はヒラニヤガルバという個我である．それ（微細元素）を限定条件としているか
ら）． 
34 ちなみに，PP には明言されていないが，ヒラニヤガルバやヴィラージュと同じ理由で，未
発現者も総体的個我であると言い得る．ĪPP では未発現者は個我に該当する． 
35 以上の考察から逆に考えると，表 4 における物質的限定条件である未発現者，ヒラニヤガル
バ，ヴィラージュは，明確に述べられていないだけで総体的個我であることも含意していると
考えられよう． 
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 以上のように，「アートマンの四状態説」における第一状態，第二状態，第三状態の説明より
少し複雑な説明となってはいるが，アニルッダ，プラディユムナ，サンカルシャナが各々第一
状態，第二状態，第三状態に対応していることが理解されよう． 
 最後にヴァースデーヴァに関して，制約されていない精神性ということから，ヴァースデー
ヴァが「アートマンの四状態説」における第四状態に対応することは自明である． 
 以上のアドヴァイタ的ヴィユーハ説を整理すると，以下の表 5 のようになろう． 
 
表 5 PP におけるアドヴァイタ的ヴィユーハ説 
［第四状態］ 名称 ヴァースデーヴァ，無分別者 
限定条件 なし 
［第三状態］ 名称 サンカルシャナ，認可 
限定条件 ［元素としての］未発現者（＝マーヤー，無明） 
［総体的個我としての］未発現者 
［第二状態］ 名称 プラディユムナ，認可者 
限定条件 微細元素（元素としてのヒラニヤガルバ） 
［総体的個我としての］ヒラニヤガルバ 
［第一状態］ 名称 アニルッダ，織り込まれたもの 
限定条件 粗大元素（元素としてのヴィラージュ） 
［総体的個我としての］ヴィラージュ 
 
 このアドヴァイタ的ヴィユーハ説と，「アートマンの四状態説」の三バージョンとの関係を考
察するにあたって，マドゥスーダナに帰される Īśvarapratipattiprakāśa（ĪPP）36に見られるアド
ヴァイタ的ヴィユーハ説を整理したものを以下に表 6 として提示する． 
 
表 6 ĪPP におけるアドヴァイタ的ヴィユーハ説37 
［第四状態］ 名称 ヴァースデーヴァ，無分別 
限定条件 なし 
［第三状態］ 名称 サンカルシャナ，認可，主宰神 ルドラ（サンカルシャナ
                                                                 
36 ĪPP がマドゥスーダナの真作かどうか，まだ決着がついていない．筆者は，マドゥスーダナ
の真作であるか，少なくともマドゥスーダナの思想に近い人物の作であると考えている．眞鍋 
[2015] p. 35, fn. 3, 眞鍋 [2016] p. 148, fn. 6 参照． 
37 上述の SB と PP の分析に従って ĪPP を解釈し，整理したものを図示している．ĪPP において
は，ルドラ，ブラフマー，ヴィシュヌを第三状態，第二状態，第一状態に割り当てることはな
されていない．ĪPP の分析に関しては眞鍋 [2015], [2016] 参照． 
- 34 -
早稲田大学仏教青年会 久遠―研究論文集― 第 8 輯（平成 30 年 3 月） 
- 35 - 
の下位分類） 
限定条件 マーヤー（元素としての未発現者） 
［総体的個我としての］未発現者 
マーヤーの暗質 
［第二状態］ 名称 プラディユムナ，認可者 ブラフマ （ーサンカルシ
ャナの下位分類） 
限定条件 微細なもの（元素としてのヒラニヤガルバ）
［総体的個我としての］ヒラニヤガルバ 
マーヤーの激質 
［第一状態］ 名称 アニルッダ，織り込まれたもの ヴィシュヌ（サンカルシ
ャナの下位分類） 
限定条件 粗大なもの（元素としてのヴィラージュ）
［総体的個我としての］ヴィラージュ 
マーヤーの純質 
 
 表 6 は表 5 と基本的には違わないが，大きな違いはサンカルシャナを主宰神と同置し，サン
カルシャナの下位分類としてルドラ，ブラフマー，ヴィシュヌを立て，サンカルシャナの状態
に加えた構造を採っていることである．この構造から見ると，表 6 のアドヴァイタ的ヴィユー
ハ説は，表 4 の「アートマンの四状態説」の第三バージョンと酷似している．また，個我とし
てという点が付加されている点は異なるが，限定条件に未発現者，ヒラニヤガルバやヴィラー
ジュが挙げられる点も表 6 は第三バージョンと共通している．しかし，ヴィシュヴァ，タイジ
ャサ，プラージュニャという名称が見られない点，また個我も総体的個我しか挙げられていな
い点から見ると，表 6 は表 2 の「アートマンの四状態説」の第一バージョンにおける神に関す
るアートマンの要素が強いと言うことができよう．恐らく表 6 のアドヴァイタ的ヴィユーハ説
は，SB における第三バージョンの「アートマンの四状態説」を基盤としつつも，ヴィシュヌ神
の四つの状態というヴィユーハ説に合わせ，その中の個我に関するアートマンという個別的個
我の要素を排除して形成されたものと考えられよう． 
そして，表 5 の PP におけるアドヴァイタ的ヴィユーハ説は，表 6 のアドヴァイタ的ヴィユ
ーハ説におけるサンカルシャナの三つの下位分類が含まれないタイプであるため，表 6 と同様，
第三バージョンの「アートマンの四状態説」を基盤として，その中の個別的個我の要素を排除
して形成されたもの，と言うことができよう38．なお，表 5 の PP におけるアドヴァイタ的ヴィ
                                                                 
38 なお，マドゥスーダナが「アートマンの四状態説」によってアドヴァイタ的ヴィユーハ説を
形成する前に，アドヴァイタ学派の系譜に属すとされるシュリーダラ・スヴァーミン（Śrīdhara 
Svāmin, ca. 1350-1450）が，第一状態に関してのみであるが，BhP に対する註釈 Bhāvārthadīpikā
（BhPBhAD）において主宰神を中心に据えた三昧を唱えていたことも指摘しておきたい．
BhPBhAD 49,13f. (on BhP 2.1.39): tad evaṃ cittasthairyārthaṃ virāḍdehajīveśvarāṇām abhede-
nopāsanam uktam, tatra tu dehajīvāv īśvare pravilāpya sa eva dhyeya iti nirdhārayati – sa iti（そして以
上のように，心を堅固にするために，ヴィラージュの身体と個我と主宰神が無区別であると念
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ユーハ説も表 6 における ĪPP におけるアドヴァイタ的ヴィユーハ説も，瞑想の実践理論として
説かれたもの39であり，その点は「アートマンの四状態説」全バージョンと共通している． 
4. 結論 
 以上検討してきたように，PP におけるアドヴァイタ的ヴィユーハ説は，MāṇḍUp から「アー
トマンの四状態説」の第二バージョン，第三バージョンという系譜の中に位置づけられる，と
言うことができる．この第二バージョン，第三バージョンの系譜は，第一バージョンの神に関
するアートマンの要素も含みつつも，基本的には個我に関するアートマンを基礎としたもので
あった．しかし，アドヴァイタ的ヴィユーハ説の場合は，ヴィシュヌ神の四状態が主題となっ
ているため，第三バージョンの構造を基盤としつつも，その個我に関するアートマンの要素を
排除し，神に関するアートマンの観点から形成されたものと言える． 
 以上の考察を整理した図を下に示して，本稿を終える． 
 
                           ヴィユーハ説  
      第一バージョン（表 2） 
 
MāṇḍUp （表 1）                      第三バージョン（表 4）    アドヴァイタ的ヴィユーハ説（表 5, 6） 
 
                 第二バージョン（表 3） 
 
 
（＊本稿は，日本学術振興会科研費 17J00156 の助成を受けたものである） 
 
 
 
 
 
 
                                                                                                                                                                              
想が説かれた．一方，その場合に身体と個我を主宰神において完全に滅してから，彼（主宰神）
のみが瞑想されるべきである，ということを詳細に述べる．その，と）．マドゥスーダナは
BhPBhAD を知悉していたと考えられ，恐らく自身のアドヴァイタ的ヴィユーハ説を形成する
何らかのヒントをシュリーダラから得たのではないか，と筆者は考えている． 
39 PP 70,1f.: dhyānam atropāsanarūpam evādhipretam. caturvyūharacanāyā upāsanārthatvāt（ここで，
瞑想とは念想をあり方とすることのみが意図されている．四つのヴィユーハの構成は，念想を
目的とするから）．ĪPP に関しては，ĪPP 9,9-21 参照． 
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